








要約:平成 8 年 7 月より平成 9 年 1 月までに当科および協力の得られた福井県内の小児科

を受診した 6 力月以上、6 才以下の児を対象に濾紙血ホロセルロプラスミン濃度の測定を

行った。保護者への説明用ポスター、同意書を作成し、主治医により同意を得た。検体は、

診療のための採血時にガスリー用濾紙に採取して-80℃で保存し、1 力月以内に ELISA 法

で測定した。48 検体について検査し、ホロセルロプラスミン濃度は、8.1±2.1mg/dl (4.5

～15.3mg/dl)であった。過去の報告、当科における測定では、Wilson 病患者のホロセル

ロプラスミン濃度はほぼ 2mg/dl 以下であり、今回の検討では明らかな異常低値と判断で

きる例はなかった。年齢別では、2才以上の群は、 2 才以下の群に比較して有意に高いホ

ロセルロプラスミン濃度を示し、全例が 6mg/dl 以上であった。Wilson 病マススクリーニ

ングには、発症年齢と診断の確実性を考慮し、 3 才頃でのホロセルロプラスミン測定が

適当であることが考えられたが、今後、多数例での検討が必要である。


